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第３回 JR 加古川線（西脇市－谷川間）維持・利用促進 WT 会議 議事録 

 

１ 日  時 ：令和 4年 11 月 28 日（水）13:00～14:45 

２ 場  所 ：西脇市役所 3階会議室  

３ 出 席 者 ： 

  沿 線 市 西脇市都市経営部長、西脇市産業活力再生部長、丹波市ふる 

さと定住促進課長（代理）、丹波市産業経済部長 

  ＪＲ西日本 兵庫支社担当課長 

  交通事業者 （株）ウイング神姫取締役 

  観光事業者 神姫バス（株）地域事業本部副本部長（代理） 

  利 用 者 西脇商工会議所専務理事、丹波市商工会事務局長、西脇高等 

学校長、氷上高等学校教頭（代理）、西脇連合区長会会長、 

丹波市自治会長会会長 

  兵 庫 県 北播磨県民局県民交流室長、丹波県民局県民交流室総務防災 

課班長（代理） 

  オブザーバー 企画部総合政策課主幹、土木部交通政策課副課長、同課主幹  

１ 開会 

 
２ 報告 
 ○アンケート等 

・これまで提案のあった利用促進策のうち、連携が必要なものや効果が見込めそうな取組（サ
イクルトレイン、テスト期間等の終業時間帯に合わせた増便、ＩＣＯＣＡの導入、通勤定期等へ
の補助）について、高校生へアンケートを実施した。 
・アンケートの結果４項目のいずれでも半数以上の生徒が乗りたいとの意向を示し、ICOCA導
入でも「ぜひ乗りたい」との回答が多かった。また、日頃利用していることへの感謝、路線維持
への切実な思いも確認できた。 
・11/15 利用実態調査では９往復１８便で全体２７０人の利用があり、約３割の高校生利用を確 

認した。 
 
３ 議題 
 （１）JR 加古川線 WT 検討結果報告書案について 
  ・これまでに委員が選択した取り組むべき利用促進策を①日常利用の促進 ②観光需要の増 

進 ③まちづくりと一体となった魅力創出 の３つの項目で再整理し、アンケートや、若者の意
見交換会等の結果を踏まえ、地域に応じた利用促進策の中で、意見の多かった取組を報告
書にまとめた。 
・報告書については取り組むべきと考えている内容で作成しており、必ず実現するというもので
はないが、検討の材料として提起している。 
・また、このＷＴについては、地域の特殊事情についても考慮して検討を進めることが求めら

れており、アンケートや意見交換会を通して分かった地域住民等の心理的な特別事情や、
駅カルテを作成する中で見えてきた物理的な特別事情についても報告書へ掲載している。 
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（２）駅周辺の活性化事業について 
   ①黒田庄駅 

黒田庄駅には交流拠点施設あつまっ亭が地域の活性化を図ることを目的に設置されて
おり、黒田庄まちづくり協議会管理の下、感謝祭をはじめとした、チャレンジショップ、ハイ
キング、自然環境体験等のイベント、地域の郷土料理の販売など地域をあげて取組んで
いる。 

②谷川駅 
      駅前の遊休地等を活用して、地元の食や歴史や人の魅力発信、市場、物販等の出店 
      といったマルシェを開催し、約１，０００人の来場者が集まり好評だったことから、来年度 

については、久下村駅との連携や地元小学校発案のイベント企画なども検討している。 
 

４ 意見交換 
 ①日常利用の促進 
    通勤通学をターゲットとした利用促進策についての意見が多く、定期券購入補助や駅周 

辺駐車場の利用補助実施の検討や、通学自転車を乗せるサイクルトレインの実施につい 
ての要望などがあがった。サイクルトレイン実施については、車両の手配や安全面、広報な 
ど課題が多いとの指摘があがった。 
 また、サービス向上を求める意見もあがり、IC カード精算機の導入や駅におけるトイレや 
待合室の完備、福知山線との乗入れ、加古川方面からの直通列車の増便など、これまでに 
行ったアンケートや若者の意見交換会でも要望が多い取組が取り上げられた。 

  （主な意見） 

・電化の観点から、福知山線の乗入れ、直通便や加古川方面からの直通列車の増便（アン
ケートからも意見あり）を検討してほしい。 
・高校生アンケートで要望の多い通勤通学者の定期券購入補助、周辺駐車場利用者補助 
について検討を進めたい。 
・当該区間の利用者だけが紙定期で、IC カード精算機の導入を強く望んでおり、導入に向 
けて進めてほしい。 
・列車の待ち時間が長いので、せめてトイレや待合室は設備として整えてほしい。 
・サイクルトレイン実施のために必要となる車両の手配について、加古川線の電化による事 
業効果として、気動車より電車の方が保有車両数が多く、調達しやすいということからリダ 
ンダンシー機能が高まるという話があったが、加古川線以外からも電車を回せないか検討 
してほしい。 

     ・サイクルトレインについては２両編成にする必要があり（予備車使用）、西脇市駅より南側
での臨時増結ができなくなること、増結の費用負担やルール改正、自治体による見守りの
支援、乗客への周知、アンケート等など実施に向けた課題が多くある。 

 
②観光需要の増進 
  これまでのWT でも兵庫 DC、大阪・関西万博を見据えた検討も行っており、改めて、この
機会は大きな集客チャンスであるとの意見が多く出た。そのため、駅周辺の観光・体験コンテ
ンツの発掘、ブラッシュアップに力を入れていき、兵庫 DC、大阪・関西万博に結びつくような
仕掛け作りが必要だとの認識を共有した。 

 （主な意見） 

・これまで、兵庫ＤＣ、大阪・関西万博を見据えた検討も行ってきたので、その点が分かるよ
うに報告書を整理すべき。 
・兵庫ＤＣ、大阪・関西万博は大きなチャンスで、それらに結びつくような仕掛けづくり、観
光・体験コンテンツの発掘、ブラッシュアップに力を入れていきたい。 
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・万博等でも加古川方面からでは姫路市に行ってしまうので、福知山方面から西脇市に来
るように検討していく必要がある。 
・駅の簡素化や沿線企業の不在という課題について、比延・久下村等で風景を生かしたフ
ラワーガーデン、小豆島で行われているような常設の芸術作品展示、市有地の市民農園
としての活用、ＪＲ東日本で取り組んでいる駅前でのグランピング・サウナ等も検討してほし
い。 
・ＷＥＳＴＥＲを活用して、地域の魅力や観光地の情報発信、スタンプラリー等行っていけれ
ばと思う。 

 
③まちづくりと一体となった魅力創出 
  地域住民の問題意識が希薄であるとの意見があがり、沿線のみならず市全体での意識の

向上が必須であると認識を共有した。そのために、駅周辺の活性化やサポーターの立ち上
げ、地場産業のコラボなど、地域を巻き込んで鉄道周辺を盛り上げる意見が多く出た。 

 （主な意見） 
・丹波地域の若者が集まったユースチームを開催しており、電車利用をテーマに検討して
いるグループもあるので、今後情報共有していきたい。 
・駅周辺の土地を活用したイベント（マルシェ等）は、地域にお願いしつつ、積極的に取り組
みたい。 
・地場産品を活用した列車の装飾は高校等と連携しながら進めていきたい。 
・農業高校として生産、加工、販売等行っており、イベント等関わっていきたい。 
・住民意識の低さを懸念しているので、沿線のみならず市全体で共通意識を持っていきた

い。 
 

④その他 
利用促進の取組を行う上で、「輸送密度○○人」といった目標設定や PDCAサイクルの 

実施などの必要性が JR から指摘され、そういったもう一歩具体的な検討を行うためにも、今 
後も協議の場を継続してほしいと要望があがり、協議の場を継続する方向で認識を共有し 
た。 
  また、今後、国の協議会や財政支援等の動向を注視しながら、利用促進策とともに地域 
にとって望ましい公共交通の在り方の議論の必要性を訴える声や、そもそも輸送密度を目 
標に設定するならば、どのような計算方法であるのか提示すべきといった意見もあがった。 

    （主な意見） 

・検討協議会（ＲＴ）で各ＷＴからの報告を元に今後の取組について議論されると思うが、Ｗ 
Ｔの存続は別として、さらに深度を深めるための事業化に向けたこのような場は必要であ 
る。 
・環境整備を含むハード面に関しては中長期的な話であり、加古川線の存続が前提。災害
対策強化の意味合いも込めた全線電化という投資もしており維持を前提にお願いしたい。 
・学生等の若者が地域課題について検討するいい機会となり、使ったことがないという者も
含めて、全体で危機感を持って取組んでいきたい。 
・当該区間は１時間に１本までしか運行できないという話もあったが、黒田庄の行き違い設 
備を再び使えば３０分に１本もできるのではないかという意見もある。 

      ・維持を訴えるには、まずは利用者の増加傾向を生むことが大切で、目標設定、効果の検 

証、PDCA サイクル等が必要である。 
・当該区間の収支が合うまで利用者を確保するのは難しく、上下分離など現実的に検討す
る必要がある。 
・鉄道の大量輸送という特性が発揮できておらず、今後、国の協議会や財政支援等の動向
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を注視しながら、利用促進策とともに地域にとって望ましい公共交通の在り方の議論が必
要である。 
・輸送密度を目標値にという話もあったが、輸送密度の計算方法について教えてほしい。 
･２０２４年度に東播磨南北道路、２０２６年に国道１７５号線バイパスの完成など、道路面の
整備が進められている。 
･利用人数と列車本数については、利用が減っていく中でも一定の列車本数を維持してき 
たが、沿線人口の減少もあり、利用が大きく減少しているため列車本数を減らした。さらに
今後に向けて、公共交通の在り方議論が必要だという課題提起をさせていただいた。 
 
 

５ 閉会 

 ・この会議については県が設置した検討協議会（ＲＴ）をもとに、地域住民の日常生活や観光・交 
流による地域活性化に欠くことのできない路線を維持するため、地域の実情・課題を踏まえて 
利用促進策を官民で連携しながら検討するために設置された。 
・ＪＲ単体での企業努力では限界に来ているという話もあったが、公共交通機関であるＪＲをどのよ 
うに盛り上げていくことができるか、アンケートや、若者の意見交換会を開いたり、委員の方々の 
意見を通じて情報共有含めて検討してきた。 
・予算面・人的な面など課題はあるが、いただいた意見を参考に検討結果報告書を再整理し、 
検討協議会（RT）へ報告していきたい。 


